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はじめに

教師の信条は、教育態度や教育方針などに影響を与
えるため、教員の能力や資質と伴に大事な点と１９８０年
代に注目され始めた。これは、研究の１つのカテゴ
リーと考えられる。

教師の信条に関する研究手法としては、１９８０年代の
実験研究や１９９０年代のアクション・リサーチを経て、
２０００年代は教師の信条を含め、学生の理解の深化と、
教師と学生の相互の成長、そして実践者が探求者にな
ることを目指す探究的実践（Exploratory Practice、
以下 EP）という研究手法が紹介された。

本論では、教師の信条と探究的実践（EP：Explora-
tory Practice）の定義と実践例について述べた後、
２０１９年度後期に担当した、本学の英語選択科目の１つ
のワールドカルチャーの授業について紹介する。学生
は、教科書の学習と、補足資料や DVD で言語・歴史
事情や少数派・移民について学習した後、自ら選んだ
国でのバーチャルボランティアの体験を発表やレポー
トの形で表した。実践研究の手法である教師信条と
EP の枠組みを使って、協働実践者としての学生の理
解の深化を考察する。

１．教師の信条（Teachers’ beliefs）

国際教育フォーラム（２０１３）は、外国語学習の目安
として、「ことばと文化を学ぶことを通して、学習者
の人間的成長を促し、２１世紀に生きる力を育てる」と
いう教育目標を定めた。ここで、教師が持っている理
念・信条が大事になるのは、それらが自身の意識・教
育態度、教育法や教育方針等に影響を与えるからであ
り、「教育や学習について、教師がそれまでの経験を
通して構築してきた考え方で、教師の意思決定と授業
実践に影響を与えるもの」と定義づけられている（西

野 ２０１１：１３３）。
教育の過程を理解して改善するためには、教師の信

条とそれに伴う実践と心構えが大事になる。それら
は、教師が直面する問題にどのように対処するかとい
う方略や、教師の肉体的・精神的健全性に密接に関連
していているので、必然的に生徒のやる気や成績に影
響を与える（OECD ２００９，p．８９）。

実践に影響を及ぼす様々な要因を探る研究を「教師
認知（Techer Cognition）研究」と定義した Borg（２００１）
はまた、信条は、人生の多くの面において重要な役割
を果たすと述べている。Borg（２００６）は言語教師認
知に焦点をあて、「言語教師認知が学習経験、教職専
門研修、教育環境、授業実践などと複雑に関係し、影
響し合いながら構築され、さらに再構築されることを
示唆」した。（西野 ２０１１：１３３）。

Sugino, Ueda 他（２０１８）の先行研究で、１３名の被
験者である語学教師は、各々の自分の信条に基づい
て、できるだけそれを語学の授業に取り入れていると
いう結果が出た。英語教育の場合、英語能力は自動的
に国際的・国際人と結びつけられる傾向がある。筆者
の教師信条は、英語能力にかかわらず、「真の意味の
国際人は、豊かな教養に裏打ちされた－ism（差別意
識）のない人と言えるので、そのような人間性を涵養
する英語教育を目指したい」である。また、その過程
で、「英語力だけでなく、より高い思考力を身につけ
る」という総合的学びも目指してきた。その一例とし
て、一般英語の教科書に「White Day」という単語が
出てきた場合、なぜその言葉が日本以外では問題にな
るのかを、racism（人種差別主義）に関連させて学生
に考えさせる、などがある。

しかしながら、学生の英語力や人数などの教室環
境、シラバスや設備のような学校環境により、教師の
信条と実践とにずれが生じる場合がある（西野 ２０１１）。
筆者も、専門やそれに準ずる授業を担当した時は－ism
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に特化して教えることができたが、一般教養の英語の
授業ではほとんどが簡単な説明で終わってしまい、高
い思考力の構築は十分に出来ていなかった。

このような教師の信条が有効的に授業に反映出来た
時、学生にとって非常に有益であることは、西野
（２０１１）、杉野（２０１６）、Dogrue 他（２０１０）、蒲原（２０２０）
など多くの研究で報告されている。筆者の教師信条を
生かしながら、本学の学生に呼応した英語教育を模索
している中、教師も学生も成長できる実践的研究手法、
Exploratory Practice（探究的実践）を見いだした。

２．Exploratory Practice（探究的実践）とは何か

Exploratory Practice（探究的実践、以下 EP）は、
従来の、データを基にした実験研究（SR）とアクショ
ン・リサーチ（AR）の流れを受けて発展したもので
ある。当初、ブラジルのリオデジャネイロの現場の教
師たちが、科学的研究に限界を感じて、自分達たちの
思考や行動に則した、実践者研究（practitioner re-
search）として生まれたのが EP である。

２．１ EPが生まれた背景
認知心理学的なデータを使った実験研究（Scientific

Research, SR）が、英語教育界でも定着したのが１９８０
年代である。柳瀬（２００８）は、「SR が目指している
のはあくまで授業に関する一般法則の発見であり、一
般法則の定立のために実験計画法にできるだけ忠実な
実験を厳密に実行し、その結果の法則を、英語教師が
従うべき規範として呈示しようとした（７３）」。そのた
めに、実験研究の実施が教育実践への介入となり、教
育活動の中断となってしまうという欠点も指摘されて
いる（佐藤 １９９２）。

１９９０年代になると、アクション・リサーチ（Action
Research, AR）という研究手法が、社会における問
題解決を図るための手段として、社会学・教育学・心
理学・看護学などの分野で広まってきた。AR の実施
手順は、１．現状把握 ２．テーマの明確化 ３．予
備調査 ４．トピックの絞込み ５．仮説設定 ６．
計画 ７．実践 ８．検証 ９．内省 １０．発表から
なる１０のステップで、教師が教室での指導や学習の理
解を深めたり、教室での実践を変革したりする目的
で、みずから授業内で行う調査であると定義されてい
る（三上 ２０１５）。たとえば、三上（２０１５）は、AR の
実践を通して、自らの授業実践に対する内省と理解を
深め、必要な改善を重ねた上で、より効果的な英語授
業の実現を目指す試みを行った。しかしこの課題研究
型 AR の欠点は、AR を行うことを事実上強制された

場合、AR の過剰負担に憔悴した教員が、授業の内容
より研究の充実に走ろうとすることであると柳瀬
（２００８）は指摘している。

このように SR と AR が実践感覚から離れ始めた
頃、従来の研究に限界を感じ始めていた英国のランカ
スター大学の Allwight が、ブラジルで現職の教師達
と関わった際に、現実に即している実践研究として
EP（探究的実践）の発想を得た（Hanks２０１７；Slimani-
Rolls & Kiely２０１９）。

２．２ EPの定義と特徴
EP（探究的な実践）の枠組みは、前述のように、

１９９０年代に Allwright とリオデジャネイロカトリック
大学（PUC-Rio）の I. K. Miller とその同僚達の協力
で生まれたものである（Hanks ２０１７；Slimani-Rolls
& Kiely２０１９）。

EP は持続的で恒常的な概念を持った、実践授業を
研究対象とする研究手法として、Allwright とリオの
カルトゥ－ラ・イングレサ語学学校（Cultural Inglesa,
Rio de Janeiro）やリオ・カルトゥ－ラ（the Rio Cul-
tura）の協働実践活動を通し、さらに定着していく
（Allwright & Lenzuen １９９７）．AllwrightとLenzuen
はその論文の中で８つの基本的ステップをマニュアル
化した。最初の３つは「問いかけ領域（puzzle area）」
に関するもので、まず「問いかけ（puzzle）」を明確
化し、それに見合った「解決方法（attempt）」を決め、
思考やディスカッションを通して理解を深めて行き、
暫定的に到達した系統的な理解（formulation of the
understanding）を特定する。４－５は、さらに調査
するために適当な実践方法を適応させる。６．実際に
クラスで探求してみる。７．結果の分析と解釈をす
る。８．新たな理解の示唆と、他の研究者に相談した
り、研究を発表したりすることも含めた新たな計画、
である。

しかし、このようなマニュアル化は、ふたたび現職
教師の思考や行動と遊離し始めたので、現在では簡素
化された次の４つのステップとなっている。
１．問いかけ（puzzle）－なぜこのクラスは○○なの

か。その問いを解くためにどんな授業方法を使うか。
２．方法（method）－（１）授業方法（慣れている

手法を使う。例：ロールプレイ，授業内討論，グ
ループ活動，協同探究など）（２）データ収集方
法（観察、ログ、録画、書面によるフィードバッ
ク、学習者フィードバックなど）

３．内省、解釈
４．示唆 （Griffo ２０１７；Pandhiani 他２０１６）
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以上のステップは、緩く決められている示唆のよう
なものなので、順序も時系列的ではなく同時に起きて
もよいと Pandhiani 他２名（２０１６）は述べている。実
際彼らは３と４を合わせて、１－３のステップを推薦
している。

EP とアクション・リサーチは両者とも担当授業を
研究対象とする点は同じである。しかし、EP はアク
ション・リサーチのように、最初から研究結果を得る
ために行うものではなく、深化した探究的視野で、授
業内で起きていることを理解し、教えや学びをスムー
ズにする事を目的としている（Hanks ２０１７；Slimani-
Rolls & Kiely２０１９）。EP では、学習者は「participant
データ提供者」でも「problem-solver（解決すべき）
問題」でもなく、授業内で教師と共に「問いかけ」を
解決し、協働で理解の深化を目指す、「co-researcher
（共同研究者）」や「collaborative worker（協働実践
者）」と見なされる（Hanks，２０１７；Pandhiani 他１２０１６）。
つまり、EP は、SR やアクション・リサーチのよう
に、「一般法則（generalizable truth）」を見つけるこ
とではなく「局在的な環境に合った理解（localized un-
derstanding）」を 見 つ け る こ と で あ る と 言 え る
（Pandhiani 他、２０１６）。

EP の定義はまだ流動的であるが、学習が互いの問
い掛け（inquisitiveness）から始まり、率直に話し合
える姿勢をもち、教師自身が、すべての解決法や答え
を持っていないことを認めた上で、答えを見つけ出そ
うとする過程や内省と、授業と研究が一体化するが大
事だと位置づけている。（Hanks ２０１７；Slimani-Rolls
& Kiely２０１９）。

最後に、EP（探究的実践）で最も重視しているこ
とは、「人生の豊かさ Quality of Life（in class）」で
ある（Allwright & Hanks２００９）。EP は最終的に、「英
語教育に関係する学習者、教師などのすべの人間の
（教室での）生活・暮らし・活気の質を大切に考え、
両者がそれぞれ成長すること」を目指している（柳瀬
２００８：p．７４）。

２．３ EPの授業実践報告
EP は通常単独で行わない。具体的な「問いかけ」

の例として、「外国語の授業で母語をどの程度使う
か」、「学生がなぜ特定の活動に拒否反応を示すのか」、
「授業中になぜお喋りをしているのか」、などについ
て「疑問」をもち、なぜ授業内で騒ぐのかを学生と教
師が協働で解決していき、その過程をまとめて何かの
形 で 発 表 す る と い う も の で あ る（Griffo ２０１７；
Slimani-Rolls & Kiely ２０１９）。Slimani-Rolls & Kiely
（２０１９）はまた、教師の生涯教育や教員養成の場で

EP の実践の導入が役立つことを紹介している。
日本の例では、独自に開発された EP プロジェクト

が英語の授業のティームティーチング環境下で働く言
語教師の活動や考え方に関し、教師・研究者としての
主体性を促し、責任感を増幅すること、つまり彼らの
エージェンシー（註１）を高めることが判明したと報告し
ている（平塚 ２０１５）。

他国の実践授業として、英国リーズで行われた２０１５
年の EP を使った研究大会では、EP の定義の理解の
難しさも吐露されたが、教え・学びに対してこのよう
な倫理的で協働的で尊敬の念を持ったアプローチは、
教師や生徒だけでなく家族や教育心理学者など他の分
野の人達にも有益になり得る、という共通の声が聞か
れた（Hanks& others２０１５）。

３．ワールドカルチャー２０１９年後期授業

３．１ 本学でのEP実践の背景
１９７０年代から広がったグローバル化（globalization）

という現象は、従来の国家や地域の境界を越えて、ヒ
ト・モノ・カネの移動をもたらした。その結果、英国
や米国では移民が増大し、その対応策として ESL
（English as a Second Language）が発達した。ESL
の教授法や教材は、日本の英語教育（English as a
Foreign Language：EFL）に影響を与えたが、同時
に、英語母語話者や英語の偏重や、英語話者内の言語
格差などをもたらした（杉野 ２０２０）。

筆者も ESL 教授法の学位取得後、「読む・書く・
聞く・話す」のスキルを伸ばす研究や、専門性を生か
す英語教育（English as a Specific Purpose：ESP）
や、教師や学生のやる気度、自律学習、学術英語
（Academic English）の研究を経て、高次の思考力を
養う批判的教育学（critical pedagogy）を応用した教
育と研究を重ねてきた。

専門教科の授業とはことなって、教養教育としての
一般英語の授業は、レベルや教科書が大学指定の場合
が多く、特に TOEIC など英語検定科目を担当した場
合は、思考力をつける授業は困難だった。そこで、
２０１２年から、初・中級程度の学生用に、アメリカの少
数言語派についての概念と英語学習（スキル）を結び
つける教科書を作成し、授業実践を行ってきた（杉野
２０１６）。

専任職２０年を含めた４０年余の教員生活も終わりに近
づく中、この探究的実践（EP）にたどりついたのは、
Allwright が試行錯誤の末にたどり着いた研究の軌跡
と共通するものがある。
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３．２ 受講者と授業目的
２０１７年から本学で英語総合（I, II）を担当してきた。

本学の学生の服飾に関する興味と英語力は多様であ
る。特に英語に関しては、和田（２０１０）も指摘してい
るように、英語単語や句レベルにとどまっている学生
から、帰国子女や英語圏で短期留学をしてきたものも
いる。

２０１９年から担当してきたワールドカルチャー（２学
年選択授業）の受講者７０名の英語レベルや受講態度や
やる気も様々だった。前期では、大人数で横に長い教
室で目が行き届きにくいせいか、スマホ、おしゃべ
り、居眠りが散見された。また、電車の遅延による遅
刻も頻繁に起きた。これは周りの学生にも迷惑になる
上、教師のやる気度を下げる要因になる（Sugino Abe
他，２０１７）。

前期の反省を踏まえてスタートした後期のシラバス
の授業方針と概要は以下の通りである。

世界の最新の出来事やトピックについて、メディア
教材を使って学び、国際社会情勢、異文化コミュニ
ケーション、諸外国文化事情について知識を深めま
す。留学・インターンシップ・ボランティアといっ
た明確な活動意識をもって海外に出かける架空の若
者の姿を通し、語い、リスニング・ライティング・
リーディングなどの英語力と異文化理解能力を高め
て行きます。

受講登録者数７０名の内訳は、４年生３人、３年生１０
人、２年生５７人だった。その内、最後まで履修し単位
を習得した学生は５１人だった（註２）。単位未習得２０名の
２名以外は出席不足だった。学科はモードクリエー
ション、流通イノベーション、テキスタイル、プロダ
クト、マネジメント、インダストリアル、服飾表現学
科に渡った。

受講生の多くは、英語学習に関しては英語そのもの
（語いや文法）の学習であり、文化については衣食住
や観光についての学習だと思っていた。受講条件に英
語の到達度がないため、前述のように（和田 ２０１０）
英語に対し非常に苦手意識を持っている学生もいれ
ば、短期留学経験者や、英語が堪能な留学生もいた。

英語到達度だけでなく、受講動機や態度も多様で
あった。単位のためだけに受講した学生、教科書未購
入の学生、英語到達度は低いが文化に興味を持ってい
る学生、読み書き能力はあるが教師の質問に答えられ
ない・答えたくない学生など、実に多様だった。数名
の学生は、前期・後期の通年で履修していた。

３．３．教材・評価・授業の進め方
教科書は１５章からなる『英語で世界に橋を架けよ

う－海外で学ぶ・働く・異文化を知るための総合英
語－』（南雲堂）で、各章は １．語い ２．リーディ
ングの内容の紹介（５－６行の英文） ３．Reading
（約１頁） ４．Listening ５．Collocations（実用的な
文の使い方）、６．Writing と、文化に関するコラム
がある。

前期にこの教科書の前半を使い、後期には後半を学
習した。前期受講生には、多少高度すぎたという印象
がある。CD はついているが、DVD はついていな
かったため、内容に関連したものを視覚的に紹介する
必要があった。教科書を購入していない学生も多く、
毎回のプリント教材で補った。

後期は Chapter ７．（カナダのバンクーバー）、
８．（オーストラリア、パース）、９．（U.K．エジン
バラ）、１０．（シンガポール）、１１．（アイルランド、ダ
ブリン）、１２．（アメリカ、ワシントン DC）、１３．（ス
ウェーデン、ストックホルム）、１４．（フィリピンのボ
ランティア活動）、１５．（ボランティア船）である。実
はこの教科書は、前期の Part I（Chapter １－６）
と、Part II（chapter ７－１２）は同じ国を取り扱っ
ている。Part II では、Part I で登場した学生と新た
に海外で学びたいという学生が、留学に関して話し合
いをするという設定になっている。

各章は、このまま教科書通りに授業を進めていって
も十分な量の内容だが、毎回補助教材を配布し、それ
を提出することで、出席と平常点（宿題と課題点）の
加点とした。

４．探究的実践（EP）としての授業の進め方

４．１ 問いかけ（inquiry）（註３）

EP としての「問いかけ（inquiry）」は、このクラ
スの現状を踏まえ、「どのように学習者の英語力をあ
げながら持続可能な多様性と包括的な文化観を持って
もらえるか」である。

この問いかけは、教師信条である、－ism（差別主
義）を教え、学習者の気づきを促すことを前提として
いる。

４．２ 方法
問いかけに答えていく方法として、教科書の語いや

文法項目やリーディング問題の他に、関連文化につい
ての補足や考え方を高めるための補助教材を使った。
第１－７週目の導入を経て、第８－１５週目のバーチャ
ルボランティア活動の補助教材を増加した。
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補助教材の１枚は activity sheet とし、名前、宿
題・予習の自己申告の後に、意見や小課題を提出して
もらった。補助教材の英語と日本語の比率は３：７程
度だった。

DVD の映像は、大衆文化を表す時は教科書用とし
て作成された物を、概念の時は、なるべく実話に基づ
いたもので、社会や歴史的現象を表す中立的な DVD
の一部（１０－１５分）を使用した。以下は各週の授業の
構成である。
第１週目（カナダ、バンクーバー）

①簡単な自己紹介（英語の記述部分でレベルを判断。
８行中、実際書いたのは単純な文で２－３行）
Canada について予備知識（首都、大きさ、公用
語）

第２週目（カナダ、バンクーバー）
①バンクーバーでお勧めの観光スポット（後半英語）
②バンクーバーが「ホンクーバ－」と呼ばれた理由

カナダはどうして英語と仏語が公用語なのか。
カナダも米国も移民国と呼ばれているが違いは？
カナダについて一番知りたいことを調べてくる。
（②は、自分で考え提出。詳細は次週に）

第３週目（カナダ・バンクーバー）
①教科書の内容から小テスト（語い、内容確認、な

ぜ‘ホンクーバ’と呼ばれたか（英文要約）
第４週目（カナダ・バンクーバー、オーストラリア・

パース）
①カナダ先住民の言語維持
②カナダについて調べてきたことのミニ発表

ミニ発表に関するノートテイキング。
カナダ移民と二言語事情の映像の感想
カナダとオーストラリアの共通点と相違点は何
か。

第５週目（オーストラリア・パース）
①ホンクーバの解答、前回の映像の解説（日本語）

A brief history of Australia
②ゴールドラッシュと白豪主義、映画「オーストラ

リア」の１部を見た感想、豪州について調べてみ
たいこと。

第６週目（オーストラリア・パース、U.K．・エジン
バラ）

①オーストラリアの小テスト（語い、内容確認）
②オーストラリア英語、アボリジニのボーカルグ

ループの実話の映画（一部）を見た感想、英国エ
ジンバラ。

第７週目（U.K．・エジンバラ）
①スコットランドのタータンチェックについて
②タータンチェック２、ボランティア船で行きたい

国。
第８週目（アイルランド・ダブリン）

①スコットランドの DVD の感想
②アイルランド概要（ジャガイモ飢饉→米国へ移民）

ボランティア船で行きたい国、調べてきた事
発表を希望するか。

第９週目（アイルランド、スウェーデン・ストックホ
ルム）

①小テスト（アイルランド）
②タイタニックの一部を観た感想
③ボランティア活動発表希望日、サンプルエッセイ

第１０週目（スウェーデン、シンガポール）
①スウェーデン概要、政治、経済、伝統的衣装
②Sweden の食文化、シンガポールのゲストに聞い

てみたい質問、ボランティア活動のレポート準備
第１１週目、第１２週目（シンガポール）

シンガポール在住のゲストスピーカーの話を聞いた
感想。講師は米国で ESL 教授法の学位を取得した
後、シンガポールに在住。現地の大学で日本語講師
と日本語継承学校を経営する。家族は４言語を駆使
する。
①ボランティア活動の発表者（発表は基本的に英語、

日本語は３０％なら OK、発表原稿は＋点）
レポート提出のみの場合は、全部英語になる。

②サンプル原稿の説明
第１３週目（フィリピン、ボランティア船）

①アメリカ国内の経済格差
フィリピンの国や文化の概要

第１４週目（ボランティア船、発表）
①５人発表、発表評価表（発表者名、ボランティア

の内容、興味深かった点、全体の評価）
第１５週目（発表、まとめ試験 chapter１０，１３－１５）

①１０人発表、発表評価表
②まとめ試験（B４，２頁）

４．２．１．バーチャルボランティアについての手順
学生の気づき、探求、思考力を高めるために第８－

１５週目はバーチャルボランティア活動に重点を置いた。
１．第８週目－ボランティア船などでボランティアに

行きたい国とその理由を聞いた。この時点では、
出席者の３分の２程度しか回答がなかった。

２．第９週目では、バーチャルボランティア活動につ
いて、ボランティアで行く国、滞在日数、活動内
容、その国を選んだ理由、ボランティア活動の良
かった点、大変だった点（模範エッセイを紹介）、
を英語で回答。

３．第１０週目に、発表希望か、レポート提出のみかを
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学生に確認。発表者は基本的に英語（日本語は３
割くらい使用可能）、原稿はプラス点になる事と
し、レポート提出のみは英語だけとした。別の模
範エッセイ（実際のボランティア活動の感想文）
を英語で紹介した後、最初の何行かを書き始める
練習をした。

４．第１２週目に、①自己紹介②ボランティア活動の名
前、③活動をした国について（正式名称、首都、
人口、食文化など）、④自分が実際ボランティア
をしたと仮定して、内容を過去形で書く、⑤活動
の具体的な内容、⑥最後にこのボランティア活動
から学んだことを書くという一連のフォーマット
を呈示。

５．第１４週目と第１５週目で発表、レポートのみの提出
は２０２０年１月８日－１５日とした。

４．２．２．評価方法
学生が毎週提出した activity sheet は採点し、なる

べく次週までに返却した。印象深い感想は、授業の冒
頭に紹介した。平常点（出席・宿題・activity sheet・
小テスト点）を４５％にし、最後の週に行った試験４０％、
ボランティア活動の原稿を１５％にし、発表した場合は
それを加点とした。単位を修得した学生の成績の内訳
は、S が１９名、A が１２名、B が１６名、C が４名（計５１
名）だった。

５．結果・解釈

データは、学生の補助教材やボランティア活動につ
いての学生の意見や感想を使い、後に定性分析した。
補助教材の意見は、授業内で書いたものである。感想
や意見は原文のママだが、です・ます体は修正した。

５．１ 補助教材からの感想や意見
第１週目の補助教材で、海外の文化などに意識を高

め、気づきを促す質問を２つした。１つ目は、今一番
興味のある国とその理由を聞くものである（５５人中５４
人が回答）。多い順に、米国１１人、仏７人、英国６人、
独・韓国・豪 各４人、他の欧州８人、アジア諸国１０人
だった。理由の多くは、服飾・自然・食文化に興味が
あると答え、行ったことがある、友人がいるからとい
う答えもあった。

２つ目は、World Culture I で学習したこと等で、
文化や言語の面で、夏休み中に意識した事、気づいた
事を聞いてみた。実際 I と II を通年で取ったものは
４－５名であることから、回答者は２２名だった。５例
を紹介する。

学生Ａ：留学から帰ってきた友人にカナダの話を聞
くことができた。

学生Ｂ：ロンドン留学に行って、階層の表記の仕
方、‘colour’の表記を見て本当なんだと
実感したこと。

学生Ｃ：学習した内容のような映画を見て理解が深
まった。

学生Ｄ：テレビで、（前期に）学習した国や現状を
見て、本当にこんな感じなんだと思ったこ
と。

学生 E：言葉と歴史はつながっていること。

第６週目アボリジニのボーカルグループの実話に基づ
いた映画の一部を見た感想。

学生Ａ：彼女達の歌で人々が心動かされていく様子
がとても美しかった。歌に惹かれつつも受
け入れがたい世の中の状況にとても心が痛
んだ。それでも強く前向きなアボリジニの
人達にすごいと思った。肌の色だけで差別
されているのは今もなくなっていない状況
だと思うが、早くすべてなくなってほし
い。彼女たちは歌という武器で戦い、人々
と通じ合うことを望んだと感じた。

学生Ｂ：当時、人権が認められるようになったが、
人々の生活は底辺であり、貧しかったはず
だ。その時代背景に歌う彼女たちの姿は力
強く、これがソウルだと感じられるメッ
セージ性を持っているように思えた。彼女
たちにはワクワクするような魅力があり、
生き抜くメッセージに感動した。

学生Ｃ：オーストラリアの「盗まれた世代」のこと
も知らなかった。人種的差別や戦地での苦
悩を乗り越えていく姿はかっこよかった。

学生Ｄ：差別はよくない。
第９週目、タイタニックに乗船中の上流社会の人々と
アイルランド移民の場面をみた感想

学生Ａ：イギリスは階級社会がすごくはっきりして
いるのがよく分かった。今も変わらず続い
ていると聞いたので、大変だと思った。

学生Ｂ：アイルランドの音楽やダンスが印象的だっ
た。また階級が分かれており出会うはずの
ない２人が出会い思い出を作るシーンがと
ても感動的だった。

学生Ｃ：上流階級の人々は生活が楽だろうけれど、
３等（客室）の人々の方が楽しそうだと思った。

同じく第９週目のバーチャルボランティア活動につい
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学生 国名・場所 バーチャルボランティアの内容
Ａさん ガーナ Help the Poor 公衆衛生の向上
Ｂ君 カンボジア Enjoy School 教育支援（＋４）
Ｃ・Ｄ
さん カンボジア World Theater Project 子ども

たちに映画・音楽の紹介
Ｅさん カンボジア Dress up Children 服飾

Ｆさん オーストラリア Animal Protection 動物保護（＋
１）

Ｇさん フィリピン Art Project セブ島少数民族
Ｈさん カンボジア Safe Water 浄化水の供給
Ｉさん フィリピン Happy wearing used clothes
Ｊ君 ニューヨーク ホームレス支援
Ｋ君 タイ Different Cultures 文化交流
Ｌさん 南スーダン WaitPerson 食事の提供

他 教育支援 インド、フィリピン、タイ、ネ
パール

文化交流 アメリカ、カンボジア（２）

環境整備 フィリピン、アフリカ、日本
（３）

動物保護 ケニア、英国

表２．ボランティア活動内容（評価点が多い順）

て。ボランティアで行く国、活動内容など、英語で回答。
（提出者３１名）、ケニア１名、タンザニア１名、
南スーダン２名、南ア１名、ギニア１名と具体的
な名前の他、アフリカという大雑把な表記が４名
あった。その他は、アメリカ５人、スペイン１
名、アジアは１１名、フィージー２、無記入が２人
だった。

第１１週目 シンガポール在住のゲストスピーカーの話
を聞き、話の内容と感想を書いてもらう。

学生Ａ：（現地で）日本語を学びたいと考える人が
意外に多く驚いた。シンガポールでは文化
が日本と異なるので、興味が出た。

学生 B：日本の感覚でシンガポールに行くといろい
ろと違いすぎて大変だろうなと思った。私
はあまり海外に行きたいとは思わないが、
今回のお話を聞いて興味が湧いたので、有
意義な時間となった。

学生Ｃ：小学生にも卒業試験があることを知った。
お話を聞いて日本と比べると、日本は日本
で良い所があり、シンガポールはシンガ
ポールで良い所があるんだと思った。１度
行ってみたくなった。

５．２ バーチャルボランティア活動
発表した学生１５名は、各々わかりやすい英語で発表

し、内容もバーチャルとは思えないような実体験感が
あった。発表中、聞いている学生は評価表に発表内容
を書くことにしたが、コメントを細かく書いた学生
と、そうでない学生の差が目立った。

次に、レポートのみの提出者の一覧である。１９名
が、指定の書式と内容を守り、A４（２３行程度）を１
枚提出した。１枚以上で参考文献をつけたくれた学生
もいた。

英文は、サンプル通りに打ったところ以外は、多々
文法間違いがあったが、それは英語のサイトからその

まま写した可能性の低さを表し、自力で努力した成果
である。今回は、文法・語彙・用語の使い方が完璧
で、毎週の小テストの得点とは反比例している学生が
３人いた。その内２人の内容は同じだった。

ボランティアの国や活動内容の選択には、ネット検
索、学生が行ったことがある国、留学した友達に聞
く、家族に聞く、テレビで観た、という理由があがっ
た。

この課題で大事なことは、まず英語力の向上であ
る。この場合は特に、ライティングのフォーマット・
語い・表現力と、発表者は発表の仕方や読み方なども
重要である。また、バーチャルボランティアとはい
え、選んだ場所やボランティア活動の内容の他、教科
書やサンプルエッセイにも書かれているように、地元
の人達との交流や活動からどのような事を学べたかを
考えることである。ある男子学生は、「こども達がな
ついてくれて、お別れの時は涙が流れた（原文は英
語）」と書いてくれた程だ。

５．３ 後期試験内のコメントなど
後期試験は二部に分け、一部は英語力の到達度を測

るものだった。前半（B４，約１．５頁）は教科書の最
後の４章の、リスニング、語い・用語、内容把握につ
いて。受験者は、単位履修者と同じ５１人だった。

後半の（B４，０．５頁）は、（１）この授業で学習し
た内容で、興味を引いたものは何か、またその理由を

発表者 国名・場所 バーチャルボランティアの内容
Ａさん セネガル 孤児に学習支援
Ｂさん ネパール 地震後の学校の再建
Ｃ・Ｄ・Ｅさん カンボジア 給食配布と教育支援（３名）
Ｆ君 デンマーク リサイクル品でアクセサリ作り
Ｇさん アルゼンチン 保護犬の世話
Ｈさん スリランカ 世界遺産の保存
Ｉさん インド 新しいファッションを作る
Ｊ君 ネパール 教育支援、日本について話す

他５名

表１．発表した学生のボランティア活動内容
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選択肢 合計人数と理由（複数選択あり）
１．カナダのバンクー

バー（少数民族、二
言語、フランス語圏
からの移民の先生の
DVD）

（５人）「人種差別の DVD を見
た時はとても印象に残っている。
今で言えばコロナウイルスで人種
差別も同じなので良くない。」
「二言語に興味を持っていた。映
像や内情を聞いてはっきり理解す
る事ができた。」「アメリカ寄りの
カナダだが、文化は西洋の部分が
あって面白いと思った。」

２．オーストラリア
（白豪主義、「オー
ストラリア」とアボ
リジニの DVD）

（１０人）「白豪主義が興味を引い
た。ファッションでもあるショー
で問題になっていた。自分には関
係ないと思って授業を受けていた
が、考え方が変わった。」
「以前に行ったことがあり、歴史
とかある程度知っていたため、歴
史や文化について集中して学べ
た。」「自分の家族の体験と同調で
きる所があると分かった。」

３．スコットランド
（タータンチェック
の意味、スコットラ
ンド英語）

（６人）「タータンチェックが昔
から好きだったから。」
「テキスタイルについて日々学ん
でいるから。」

４．アイルランド（景
色・文 化 の DVD，
タイタニック DVD）

（１０人）「日本以外の国の景色や
文化をあまり知らないので、こう
いう形で見られてよかった。」「船
の下方で、下級の人々の中で踊る
２人の姿から多くのことを考えさ
せられた。」

５．シンガポールから
のゲストスピーカー
の話

（２２人）「衣食住の文化が深く知
れてとても面白かった。」「実際に
住んでいる人の話は、資料以上に
わかりやすく、現地の様子が容易
に想像できた。」「その国について
何も知らなかったから、様々な民
族が異なった服装をしている事が
面白いと感じた。」「民族によって
衣装が違うことや場面によって言
語を変えている事が分かった。」

表３．興味を引いた学習内容とその理由

（N さん）日本にずっといるだけでなく、海外の事を知る
と自分がどれだけ狭い世界で生きているかをすごく感じ
た。海外の様々な文化や現状などを知って良い所、悪い所
もそれぞれあって、お互いに認め合い、助け合うことによ
り良い世界になるのではないかと感じた。
（E 君）It let me think a lot, search a lot, learn a lot that
I can’t learn from books, that I won’t think if I don’t have
a chance, that I won’t search it（otherwise）．English is im-
portant and leaning other cultures is also important now. I
believe it’s useful.
（A 君）どんな事を調べたか、そしてどんな経験をしてみ
たかという事を人に伝え、人から話を聞くことで知識が広
かった。また、レポートを書く際に、授業で扱われた新し
い英文等も理解することが出来た。
（K さん）実際に海外でボランティアをした訳ではないの
に、この授業を通して、ボランティアをしなければいけな
い程困っている国がたくさんあることに気づいた。その上
で、日本に居ても世界に目を向けて出来ることからコツコ
ツと貢献して行きたいと思った。また、授業全体として
は、スピーチの文を考えたり、実際に人前で話すことで度
胸がつき、就職しても役に立つと思った。
（Y さん）（前半略）他の文化を知ることは服のデザイン
をする上でも間違いなく役立つので、これからも続けてい
きたい。同時に日本の文化への理解を深めていくことが大
切だと学んだ。
（M 君）一年間この授業を受けて、たくさんの国の歴史
や文化を知れて楽しかった。話されている言語にも歴史が
ありいろいろな時代背景の中で生まれてくるものだと知っ
た。そして今も世界には貧困や環境問題などたくさんの問
題がある事を改めて確認することが出来た。
（K さん）普通に生きているだけでは体験できないような
事を知る授業だったと思う。色んな国の映画が見られたこ
とが自分の中では大きくて、時代背景を知れた気がした。
物事を深く知ることで探究心を得ることをこの授業で学ん
だ。それは圧倒的に将来に役立つことだし、これからもた
くさんの事をいろんな形で知っていきたいと思えた。
（YH 君）今の時代人種差別が問題になっている。授業で
も DVD でたくさん見てきたが、その問題はファッション
においてもとても大切な事だと思う。例えば、白い靴紐は
英国で白は白人を意味し、白豪主義だと問題になってい
た。色だけでも問題になっている今の時代だからこの授業
はとても大切だと思った。何がダメではなくて、どういう
ことが過去に起きているから、こういうことはしてはいけ
ない。原因を知る。これが一番今の私達に出来る事だと、
この授業を通して学んだ。
（YK 君）実際にボランティアにいったような文章を作っ
たけれど、自分がその国について調べた学んだこと、皆の
発表を聞いて自分の調べた国以外の国の内情が、どれだけ
複雑かを考えさせられた。このボランティアを終えてふと
した瞬間にニュースなどで貧困・災害等の複雑な事を見た
時、自分がどのような事を思うのだろう、そしてそこから
勇気を出して勢いでボランティアもしてみようという気持
ちになれたら良いと思うし、そのような考えが将来役立っ
てほしい。
（I さん）まず、世界に目を向け、興味を持つことの大切
さそして何事にも視野を広げ、いろいろな視点から見て学
ぶことで、世界をもっと知り、作品やファッションを通し

表４．授業から学んだ点、将来役立つ点聞いた（複数回答可）。（２）ボランティア活動とその
概念から何を学べたか、授業全体で何が楽しかった
か、何が将来役立つと思ったか、を聞いた。以下は
（１）の抜粋である。下線部は、学生の気づきや学生
の深化した考えを表す。

（２）では、この授業をとった感想として、学んだ点
や反省点の他、ボランティア活動とその概念から何を
学べたか、授業全体で何が楽しかったか、何が将来役
立つと思ったか、を聞いた。抜粋を以下に紹介する。
下線部は、学生の気づきや学生の深化した考えを表
す。
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て世界とつながれることがあると思うので、これからも言
葉はもちろん、いろいろな文化、歴史、現状を知って、自
分のやることに生かせていきたい。
（E さん）授業の DVD を見た後、友人と一緒に DVD の
感想を話し合って意見を出したり、授業で得た知識（他の
人の発表していたボランティアの内容）などをネタにして、
バイト先に来る海外のお客様と少し会話をするという機会
もあった。今回、自分がボランティアをしてみたという設
定でレポートを書いたが、これをきっかけに、今度実際の
ボランティアに参加しようと思った。この授業のボラン
ティアについて考えさせて下さる所は、今後の自分の将来
に役立つと思う。
（T さん）ボランティアの概念からは、自分達の身の回り
の世界だけでなく、もっと広い視野でもの事を見る事がで
きる為、それにより新しい価値観を得て共有できるという
ことを学べた。映像（DVD）を多く観れたことがとても
良かったと思う。“英語を勉強する”ということよりも
“知っていきたい”と思うことが大切だと感じた。
（S さん）この授業で、人が何を言っていて、伝えたいの
かを知ろうとする姿勢を学んだ。また、いろんな人達がい
て、苦しくても生きていかないといけない厳しさを知るこ
とが出来た。
（KS さん）海外の知識が得られたのはもちろんだけど、
ボランティアの発表では、一から内容を考え実際にいった
と仮定して文を考えるのが、一番知識が増えたことだと思
う。
（Ｉさん）In this class, we got t a lot of information about
other countries, history and cultures. Those help us un-
derstand more about diversity. In the future, we might be
having a chance to experience these cultures or meeting
someone with different background.
（KN さん）（一部略）日本と海外の文化の違いを学べた
事が役に立つのではないかと思った。他の授業で、あるデ
ザイナーが服を発表した時に、ある国からクレームを受け
たことがあり、自国にとっては何でもないことでも、他国
にとっては過去のいやな記憶を思い出させてしまうという
事が分かり、他の授業で学べないことをこの授業で学ばせ
て頂きました。
（M さん）ボランティアについて調べたり学んだことで、
その国に対しての見方が変化したり、興味を持つように
なった。私達にはまだまだ知らない国の経済状況だった
り、貧富の格差だったり、生活状況などを知って、少しで
も私達に出来る事はないのかととても考えさせられたし、
いつかボランティアに行ってみたいと思った。
（KO 君）人々とディスカッションしたり協力し合ったり、
会話を楽しめたことが英語をやる気にさせたし、知識や知
恵もついた。なにより今後につながると思う。

紙面の関係で、さらに多くのコメントを載せること
ができないが（註４）、多くのコメントに共通したことば
は、「～は知らなかった」、「～が変った」、「～という
ことを学べた」、「知ることができた」、「考えさせられ
た」、「～がついた」、「～してみたいと思う」、「～して
いきたい」、「役立つと思う」、「生かしていきたい」な
どの言葉だった。

６．考察と示唆

本論では、EP（探究的実践）を使って、本学の学
生のやる気度をどのようにあげていけるか、自分の教
師信条である－ism（差別主義）をなくすべくどのよ
うに教えていけるか、を学生のコメントを通して検証
してみた。EP の進め方は厳密ではなく緩く決められ
ていて、順序も時系列的ではなくても良いとPandhiani
他（２０１６）も述べているように、実際は、EP が先に
あって、それにワールドカルチャーの授業を分析して
みた訳ではない。それとは逆に、２００６年から、教養教
育の英語の授業に教師の専門性を生かすべく試行錯誤
で行ってきた概念と英語力を高める授業を本学でも実
施してみた結果、EP の研究手法と目的にあてはまる
ことが図らずもわかったという方が当てはまる。

昨今、日本の大学生の留学離れが問題になってい
る。ネットの世界では、軽く国の枠組みを超えて行く
現代の若者は、海外のことだけでなく、日本に在住し
ている外国人にも興味がないと言われてきた。前期で
履修した学生は、教室内のスマホ、おしゃべり、居眠
り、遅刻や教科書を買っていない者が散見され、教師
のやる気も下がるほどだった。しかし実際は、７割の
学生は宿題も課題も真面目にこなしてきていた。その
ような学生も、教室内で発言するのが苦手だったり、
こちらから近づいていくと距離を置きたがったりする
学生が多く、学生と相互間の意思疎通をとることが難
しいと感じた。

長年の経験から、英語力が低いからと言って、その
レベルに合わせると高校の復習のような教科書にな
り、学生のやる気度と知的刺激は逆に下がる（杉野
２０１６）事は分かっていたが、選んだ教科書はやはり学
生の平均のレベルより少し上だったので、英語力自体
も上がったかどうか、２０１９年前期が終わった時点では
不完全燃焼を感じた。

そこで、後期の始めに目標とした事が、探究的実践
の「問いかけ（inquiry）」になった。それは、「この
クラスの現状を踏まえ、どのように学習者の英語力を
あげながら持続可能な多様性と包括的な文化観を持っ
てもらえるか」である。

第１週目から第６週目の「カナダのバンクーバー」、
「オーストラリア、パース」「アイルランド、ダブリ
ン」を通じて学生に伝えたかったことは、美しい風景
と大衆文化の陰に、少数民族や移民の歴史があり、文
化の多様性を作りだしていると言うことだった。

「－ism（差別主義）」については、いじめなどトラ
ウマを抱えているかもしれない繊細な現代の学生に、
あまり直接的な生々しい表現を使わないで教えること
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を心がけた。アボリジニについての学生のコメント
は、「人権が認められるようになったが、人々の生活
は底辺であり、貧しかったはずだ。」、「オーストラリ
アの『盗まれた世代』のことも知らなかった。人種的
差別や戦地での苦悩を乗り越えていく姿はかっこよ
かった。」、「白豪主義が興味を引いた。ファッション
でもあるショーで問題になっていた。自分には関係な
いと思って授業を受けていたが、考え方が変わっ
た。」、「差別はよくない」などがあった。

また表３の「この授業で学習した内容で、興味を引
いたものは何か」の回答に、多くの学生が、カナダ（少
数民族、二言語、移民の先生の DVD）と、オースト
ラリア（白豪主義、アボリジニの DVD）を選択した。
また、その理由としてあげた学生の繊細な気持ちや他
者に対する思いやりのコメントから、差別について考
えることの意義はあったと思う。

第１１週目に、シンガポール在住の元同僚の女性ゲス
トスピーカーに、多民族・多言語国家のシンガポール
について話してもらった。その際に、ゲストが話して
いる内容とコメントを書く activity sheet を渡した。
それを集めてコピーしたものをゲストに渡したとこ
ろ、「話の間、学生があまりにも反応がなく、興味を
示さなかったので、不安に感じたが、activity sheet
を見て、しっかり聞いていた事とたくさんの素敵なコ
メントをもらってびっくりした。はっきり意見を言う
シンガポールの学生とは全然違うんだ」と嬉しい驚き
を表していた。５．３の（１）でも学習内容でシンガ
ポールのゲストスピーカーの話が一番面白かったと答
えた学生が２２人いたことからも分かる。

バーチャルボランティアに関しては、本学の学生が
どの程度反応してくれるのかは未知のものだった。ど
この国でボランティア活動をするのかを決めること
が、一番大事な点ではなかった。大事な点は、どこの
国にしようか、そこで何日くらいいるのか、そこでど
んな活動をするのかを考えることだった。実際、第８
週目に初めて聞いた時は、出席者の３分の２程度しか
回答がなかった。第９週目で、大分具体的になった
が、アフリカという大雑把な括りが４名もいた。

その後、５．２の発表とレポートの結果の一例とし
て、「（A 君）どんな事を調べたか、そしてどんな経験
をしてみたかという事を人に伝え、人から話を聞くこ
とで知識が広かった。また、レポートを書く際に、授
業で扱われた新しい英文等も理解することが出来た。」
や「（KS さん）ボランティアの発表では、一から内
容を考え実際にいったと仮定して文を考えるのが、一
番知識が増えたことだと思う。」と英語力とコミュニ
ケーション力が伸びたと感じた学生と、M さんのよ

うに、「ボランティアについて調べたり学んだことで、
その国に対しての見方が変化したり、興味を持つよう
になった。私達にはまだまだ知らない国の経済状況
だったり、貧富の格差だったり、生活状況などを知っ
て、少しでも私達に出来る事はないのかととても考え
させられたし、いつかボランティアに行ってみたいと
思った。」というように、気づき→知識の獲得→持続
可能な多様性は、Allwright（１９９７）が提唱した、EP
は斬新で、持続的で恒常的な概念を持った、実践授業
を研究対象とする研究手法であり、「どのように学習
者の英語力をあげながら持続可能な多様性と包括的な
文化観を持ってもらえるか」という筆者の「問いかけ」
の答えにもなる。

前述のように、EP では、学習者は授業内で起きて
いることを理解するために、教師と共に「問いかけ」
を解決する「協働実践者」である、「I、I、I 他（一
人称複数）」の協働の視点から見ていくという点で、
教師が学生を「問題」と見なして、問題解決（fact find-
ing）をしようとする、アクション・リサーチと差別
化している。

協働実践者としての本学のワールドカルチャーの学
生達は、「現代の学生は、留学や世界に興味がなく、
他者とのかかわりが苦手だ」という社会の評価や、「英
語の到達レベルが低い学生は、４つのスキルを伸ばす
教科書を使い、basic skill を上げ、考え方や知識の深
化は教えなくて良い」という一種の色眼鏡的な英語教
育の見方を見事に覆した。また、EP は、「一般法則
（generalizable truth）を見つけることではなく、「そ
の土地や環境に合った理解（localized understanding）」
を見つけるということで、杉野服飾大学という local-
ized understanding を深める要因になったと推論され
る。

柳瀬（２００８）は、この EP の欠点として、「自己満
足に終わりかねない」ことをあげている。そのように
ならないためには、やはり協働者としての学生の反応
結果を発表する、それらを次年度の授業に反映するこ
とは大事だと感じる。例として、文化面でも必ず服飾
についても紹介する、人種差別など社会問題になった
デザインやデザイナーを紹介など、実際２０２０年の前期
に取り入れてみた、シンガポールのゲストスピーカー
を通して、日本人学生の気質を再考してみたなど、教
師側にも気づきになる。

前述のように、研究や論文を書くために EP を始め
たわけでなく、本学の学生の反応、コメントがあまり
にも良かったので、それを知らせる必要を感じた所
に、EP に出会えて、二重に幸運だった。

最後に、この授業が、探究的実践（EP）の最も重
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要な目的である「人生の豊かさ（Quality of Life）」
を高めたかどうかは断言できないが、学生の反応を見
る限りではそのように言えるではないかと思う。

註）

１．文科省は、「エージェンシー」を「自ら考え、主
体的に行動して、責任をもって社会変革を実現し
ていく姿勢・意欲」と説明している。

２．２０２０年度前期の Zoom 授業の履修率は、６８人中６２
人が単位を修得した。

３．２０１９年度入学の高校１年生から「総合的な学習の
時間」が探求重視になった。この場合探求を「in-
quiry」と訳すことが多いが、ここでは explora-
tory（探求）と差別化するために、問いかけと訳
す。

４．その他の学生のコメントとして、「DVD は英語が
聞き取れなくても理解することが出来て楽しかっ
たが、英語のリスニング力が低すぎてスピーチの
内容が分からなかったことだ。発音もきれいで素
晴らしい体験を語っているはずなのに、一部の単
語しかわからず、内容は想像していた。わからな
いなりに話して人の目や口、身振りを見て知ろう
としていた点は、英語に関係なく将来役立つと
思った」や、「世界は英語をしゃべる国が多く、
国際化がどんどん進んでいるように感じる中で、
英語の重要性を改めて学んだ。ただ英語を学ぶの
ではなく、動画を見て国の文化を知ったり、映画
を見て知ったりすることがとても楽しかった。同
じ英語でも、日本になまりがあるように、その
国々でなまりというかイントネーションが違うこ
とも知れた。将来、絶対に日本に外国の人は増え
ると思うから、今英語を学んでおけば、会話など
で役に立つと思う。」などもあった。
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